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学 校 だ よ り

鴻巣市立鴻巣西中学校
鴻巣市大間１１６１番地

第５号 令和２年９月１日

蘇る(よみがえる) 学校教育目標
「心豊かでたくましい西中生」 ～夏の700人全校除草から～

校 長 服部 幸司

令和２年８月２９日(土)猛暑の中、西中生と

保護者、西中サポート隊(学校応援団)の方を

合わせておよそ７００名が集まり、全校除草

と学校教育目標のペンキ塗りに挑みました。

本校の学校教育目標「心豊かでたくましい西中

生」は、平成１６年度に掲げられ、今年度で１７年

目を迎えています。私は、昨年度当初、その時の

西中が目指すべき姿として、これ以上の目標は

ない、と考え、ここまで継承してきましたが、開校

当時(昭和５５年度)は、「自ら考え、進んで実行で 西中サポート隊の皆さん と

きる鴻巣西中学校生徒」であり、昭和６３年度から 蘇った(よみがえった)学校教育目標

平成６年度は、たった一言「堂々たる西中生」でした。

現在の西中生はどうでしょうか。人懐っこく、素朴で、元気があります。若干わきまえを知ら

ないところもありますが、素直に他人の話を聞き、直すことができます。掲示物のいたずらや

人の物を隠す等、陰湿なところは一切ありません。しかし、「堂々たる」となるともう少し努力

が必要です。「心豊かでたくましい西中生」の先に、この「堂々たる」が見えてきたらさらにレベ

ルアップした西中になるのではないか、とも感じます。

コロナ禍の中、社会の変化を正確に予測することなど誰もできないことを肌で知る今、未来

を託すことのできる生徒を育てなければいけないことを学校も家庭も地域も真剣に考えなけ

ればいけません。今こそ、家庭・地域と学校の思いを一つに「よりよい学校教育を通じてより

よい社会を創る」という大きな目標のもと、改めて「心豊かでたくましい西中生」を目指さなけ

ればならない、と意を強くしています。

本校教職員には、年度当初、「心震える卒業式が 今年度

の最終目標である。そして、西中生は、いつまでも親や先生

に助けてもらうのではなく、いざという時に『助ける中学生』

になれるように指導してほしい。」と伝えています。

７００人除草できれいになった校庭で力強い体育祭(9/11

<金>)を展開し、10/23<金>には知恵と工夫を凝らして感動

の校内合唱祭を実施する予定です。一つ一つの教育活動を

大切にしながら、 「心豊かでたくましい西中生」の実現を目

8/29(土)700人全校除草で 指します。

集まった草


